
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五
月
一
日
、
労
働
三
団
体
（
連
合
気
仙
・
平
和
環
境
・
友
愛
会
）
で
構
成
す
る
実
行
委

員
会
が
主
催
し
、
盛
川
河
川
敷
南
側
緑
地
公
園
で
開
催
し
た
労
働
者
の
祭
典
で
あ
る
「
第

八
八
回
気
仙
地
区
メ
ー
デ
ー
」
集
会
に
は
、
来
賓
の
方
々
を
含
め
二
七
一
名
が
参
加
し
た
。 
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｢

ツ

ー

リ

ン

グ

に

行

き

た

い
！｣

強
く
そ
う
思
い
ま
し
た
。 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。 

盛
岡
に
帰
省
し
地
元
の
友
人

と
玉
山
区
の
岩
洞
湖
ま
で
ド
ラ

イ
ブ
へ
。
当
日
は
最
高
気
温
二

七
℃
で
五
月
初
旬
に
し
て
は
例

年
に
な
い
ほ
ど
熱
い
夏
日
と
な

り
，
半
ば
避
暑
目
的
で
の
ド
ラ
イ

ブ
で
し
た
。
（
目
的
の
残
り
半
分

は
薮
川
そ
ば
を
食
べ
に
行
こ
う

と
い
う
も
の
で
し
た
） 

峠 

に
入 

る
と
、 

ど
ん 

ど
ん 

バ
イ 

ク
を 

目
に 

す
る 

回
数 

が
増 

え
、 

す
れ 

違
う 

対
向 

車
の
う
ち
半
分
近
く
は
バ
イ
ク

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ほ
ど

次
か
ら
次
へ
と
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
，
Ｈ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
，
Ｃ
Ｂ
Ｒ
…
…
。 

カ
ラ
ッ
カ
ラ
の
暑
い
気
温
，
突

き
抜
け
る
ほ
ど
ど
こ
ま
で
も
青

い
空
、
エ
グ
い
カ
ー
ブ
が
連
続
す

る
峠
、
次
々
現
れ
る
ゴ
リ
ゴ
リ
の

ラ
イ
ダ
ー
…
…
脳
裏
に
浮
か
ぶ

の
は
愛
車
の
Ｎ
ｉ
ｎ
ｊ
ａ
で
す
。 

連
休
明
け
に
大
船
渡
に
戻
っ

て
ま
ず
や
っ
た
こ
と
は
洗
車
で

し
た
。
ピ
カ
ピ
カ
の
Ｎ
ｉ
ｎ
ｊ
ａ

に
乗
っ
て
、
今
年
こ
そ
は
バ
イ
ク

乗
り
の
聖
地
、
北
海
道
へ
ツ
ー
リ

ン
グ
に
行
き
た
い
も
の
で
す
。 

ｐ
．
ｓ
．
ツ
ー
リ
ン
グ
中
の
Ｂ

Ｇ
Ｍ
は
“
Ｆ
ｅ
ａ
ｒ, 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｌ
ｏ
ａ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ 

ｉ
ｎ 

Ｌ
ａ
ｓ 

Ｖ
ｅ
ｇ
ａ
ｓ
”
の
“
Ｊ

ｕ
ｍ
ｐ 

Ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
”
が
オ

ス
ス
メ
で
す
！ 

 
 

優
・O

 

 

間
労
働
の
撲
滅
、
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ
る

人
間
ら
し
い
仕
事
）
の
実
現
、
今

こ
そ 

底
上
げ
、
底
支
え
、
格
差

是
正
の
実
現
を
！
」
を
採
択
。 

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
メ
ー
デ

ー
宣
言
、
特
別
決
議
で
は
、
①
長

時
間
労
働
の
撲
滅
と
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、
②
「
過

労
死
ゼ
ロ
」
に
向
け
た
職
場
に
お

け
る
活
動
、
③
労
働
組
合
の
な
い

職
場
を
含
め
た
３
６
協
定
の
適

正
な
締
結
に
関
す
る
啓
発
、
な
ど

を
採
択
し
た
。 

抽
選
会
や
力
作
（
五
七
点
）
が

多
か
っ
た
パ
ネ
ル
の
表
彰
を
実

施
し
、
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
三
唱
で
集
会
を
締
め
た
。 

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

メ
ー
デ
ー
は
、
低
賃
金
と
長
時

間
労
働
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た

米
国
の
労
働
者
が
ゼ
ネ
ラ
ル
ス

ト
ラ
イ
キ
（
全
国
的
な
規
模
で
行

わ
れ
る
労
働
争
議
）
を
行
っ
た
の

が
五
月
一
日
で
、
こ
の
動
き
が
世

界
の
労
働
組
合
に
広
ま
り
、
一
八

九
〇
年
五
月
一
日
に
第
一
回
国

際
メ
ー
デ
ー
が
多
く
の
国
で
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
今
に
続

く
「
労
働
者
の
祭
典
」
と
し
て
の

メ
ー
デ
ー
の
起
源
と
な
っ
た
。 

今
回
の
気
仙
地
区
メ
ー
デ
ー

は
、
集
会
に
先
立
ち
、
気
仙
教
育

会
館
か
ら
会
場
ま
で
ス
ロ
ー
ガ

ン
ボ
ー
ド
や
各
単
組
が
創
意
工

夫
し
て
作
成
し
た
パ
ネ
ル
を
掲

げ
て
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
し

な
が
ら
デ
モ
行
進
を
し
て
集
会

会
場
に
終
結
し
た
。 

集
会
で
は
、
議
長
団
に
太
田
さ

ん
（
電
力
総
連
）、
紀
室
さ
ん
（
岩

教
組
）
の
両
名
を
選
出
し
、
梅
木

実
行
委
員
長
は
、｢

慢
性
的
な
人

手
不
足
、
若
者
の
早
期
離
職
、
非

正
規
社
員
の
処
遇
改
善
、
長
時
間

労
働
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
働
き
や
す
い
職

場
、
住
み
や
す
い
社
会
を
実
現
す

る
た
め
行
動
を
展
開
し
た
い｣

と

挨
拶
し
た
。 

来
賓
の
皆
さ
ま
を
紹
介
し
た

後
、
戸
田
大
船
渡
市
長
は
、
中
心

市
街
地
の
商
業
施
設
オ
ー
プ
ン

な
ど
復
興
事
業
の
進
捗
状
況
に

ふ
れ
な
が
ら
、
労
働
者
の
暮
ら
し

を
守
る
取
り
組
み
の
進
展
に
期

待
を
込
め
て
挨
拶
。
中
川
全
労
済

岩
手
県
本
部
釜
石
支
所
長
、
黄
川

田
徹
衆
議
院
議
員
秘
書
菅
野
氏
、

田
村
県
議
会
議
長
か
ら
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。 

そ
の
後
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
長
時

気仙地協は、連合岩手の街宣車を使用して気仙地域一円を廻り、36 協定

やインターバル規制、労働相談などを周知しながら、推薦議員と幹事会で働

き方改革実行計画に関わる、同一労働同一賃金、長時間労働是正などについ

て街頭演説し、市町民に訴える取り組みを展開します。 

法律で定められている労働時間の上限は、週４０時間、１ 

日８時間です。これ以上働かせるには、労使協定（36 協定） 

の締結と労働基準監督署への届け出が必要です。 

36 協定とは、「時間外・休日労働に関する協定」のこと。 

労働基準法第 36 条に規定されていることから 36 協定と呼 

ばれています。過半数を組織する労働組合がある場合は、その労働組合と会

社の間で、月に何時間、年間で何時間まで残業するのかを決めて、労働基準

監督署に届け出なくてはなりません。 

勤務時間インターバルとは、健

康確保とワーク・ライフ・バラン

スの実現のために、勤務終了後、

次の勤務までに一定の休息時間を

確保する制度です。インターバル

が 11 時間の場合、夜 11 時まで

残業したら、11 時間後の翌朝 10

時までは出勤しない。 

 日本のフルタイム労働者

は、年間平均 2,000 時間を

越えて働いています。長時

間労働やストレスなどが原

因で、心やからだが不調に

なるケースも見られます。 

自分や大切な家族を守る

ためにも、長時間労働を是

正し、誰もがいきいきと暮

らせるハッピーライフを実

現しましょう。 


